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篠崎図書館では、図書館を

有効に活用していただくた

めに、皆様のお手伝いがで

きるよう様々な情報を取り

揃えています。これから一

年にわたり、ホームページ、

データベース、施設案内な

ど役立つ情報を発信してま

いります。
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被災者の方にお見舞いを申し上げると共に、一人でも多くの方がご無事である事を
心より祈念しております。

当図書館では、来館者の方に被害は無く、館内の書架より数百冊の資料の落下が
あったほかは、大きな被害はありませんでしたが、このような地震に対して我々図書
館員として何ができるだろうかと考えました。その結果、まず義援金受付窓口を開設
し、節電の努力をすることから始めました。そして、次にできることとしては、図書
館に課せられた使命の一つである、正確でタイムリーな情報発信をするべく、館内に
臨時の特設展示コーナーを設け、地震に関する情報を提供することにしました。情報
は日々最新のものに更新し、当面のあいだ続けていく予定です。

これからもスタッフ一同、皆様のお役に立てる図書館を目指してゆきたいと思って
おりますので、宜しくお願い致します。

江戸川区立篠崎図書館 館長 岩佐詠

3／11の
大地震に
思う事

図書館報 篠崎ぷらっつ

P1
P2

P4P3

今回「インフルエンザ」「戦国時代」｢子育て」「篠崎水
門」といったパスファインダーをカウンター前ラックにご用
意しました。今後もいろいろなテーマについて作成してまい
りますので、ぜひご活用ください。また、ご意見やほかにも
取り上げて欲しいテーマなどがございましたら、ぜひお知ら
せ下さい。

上の画像は「子育てに関するパスファインダー」です。

「パスファインダー」(調べ

方案内)とは、特定のテーマ

について調べものをすると

き 役 立 つ 資 料 を紹介 し た

リーフレットです。本や雑

誌、参考図書、データベー

ス、インターネットなど、

資料を探す手掛かりとして

ご利用いただくと大変便利

です。



人物ブックマークとは、著名人とその著作お
よび関連本を紹介するコーナーです。
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司書のブログ “ＢＬＯＧしのざ記” 更新してます！

編集後記

第十三葉 ピエール＝ジョゼフ・ルドゥーテ

このたびの東日本大震災にて亡くなられた多くの方々に対し、

深く哀悼の意を表しますとともに、被災された皆さまへ心よりお

見舞い申し上げます。また被災地においては、一日も早く復興

されますよう、お祈り申し上げます。

ジョゼフィーヌの収集した植物の記録係として彼女

に雇われていました。植物好きでバラをこよなく愛

する妃の援助を受け、美しい図鑑を描き上げて

いったルドゥーテ。しかし、彼の大傑作『バラ図譜』

の完成を見ずしてジョゼフィーヌは亡くなってしまい

ます。図譜は妃が亡くなって3年後に出版され、多く

の人々を魅了しました。

繊細にして優美な色合い、はっとするほどの写実

性の高さ。ぜひ大きな図版でじっくりとごらんになっ

てください。

ルドゥーテ関連本

ベルギー生まれの画家・ルドゥーテ。この名前に

心当たりのない方も彼の絵には見覚えがあるかもし

れません。1840年に没したルドゥーテですが、「花

のラファエロ」と称された彼の植物画は、今日でも食

器やカレンダーなど日用品のデザインに多く用いら

れています。

ルドゥーテを「花のラファエロ」たらしめ、その名を

後世に残すことになる『バラ図譜』には、少し悲しい

エピソードがあります。フランス革命を経たパリ郊外

マルメゾンの館でルドゥーテは、かのナポレオン妃・

「バラの画家ルドゥテ」 シャルル・レジェ著 八坂書房 723レ 篠崎ほか所蔵

「薔薇空間」 ルドゥーテ画 ランダムハウス講談社 723ル 篠崎ほか所蔵

隆盛だった堤防沿いの桜
もその後江戸川の改修工
事や大気汚染などにより名
所と言える場所は少なくなり
ました。篠崎水門では50本
ほどが残っています。堤防
改修のため、現在は篠田掘
親水緑道に移された記念
碑が当時の名残を惜しんで
います。

「区内路上観察」で遭遇した、けっこうレア
で、それでいてけっこう役立ちそうな情報を
毎回お届けしています。

参考文献 「江戸川区史第３巻」「江戸川区政50年史」「江戸川区の歴史」「江戸川区二十年」

※こちらの写真は去年のものです。

江戸川まいにんぐ 発掘 第1７回

篠崎堤の桜

江戸川区内でも篠崎水門付近は桜の名所として
有名ですが、ここの桜の木は日露戦争（明治37～
38年）の戦勝記念として、地元の方たちによって植
樹された事はご存知ですか？
かつて江戸川堤の桜は、葛飾区の金町から下篠
崎まで堤の上の通路の両側に植えられ、花のトンネ
ルを作り見事な眺めであったといわれています。数
百本を数える桜は都内からの花見客も多く呼び、当
時は城東電車を今井終点で下車し土手を歩く家族
連れや、船上で杯をかわす方もいて、大いに賑
わったようです。
昭和7年、市郡併合記念として報知新聞が企画し
た「新東京名勝八景」にも登場しましたが、選外8位
にとどまり、残念がった地元有志が「篠崎堤の桜」の
記念碑を建てたそうです。

access
＜篠崎堤の桜の碑＞
篠田掘親水緑道内、王子製紙正門付近
京成バス「王子製紙」下車徒歩5分

＜篠崎水門＞
京成バス「内沼」下車徒歩5分
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